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NHKさいたま放送局について
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テレビ

⇒地域情報の発信
１都３県
関東
関東甲信越
全国

番組名：NHK「首都圏ネットワーク」
放送日：平日 午後６時１０分～OA

ちかさとコレクション！

・高校生が浦和の魅力を発信 （１１／ ８放送）
・子ども食堂を学びの場に （ ９／２２放送）
・大宮ガチャが熱い！ （ ５／３１放送）
・福祉作業所の菓子をオンラインで（ ４／１４放送）

（県域放送の電波はなし）

のいずれか



NHKさいたま放送局について
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ラジオ(FM）

FMの電波を有している
⇒平日の昼間に番組を放送

番組名：ひるどき！さいたま～ず

放送日：火～金 午前11時～

埼玉に暮らし、埼玉を誇りに生きる「さいたま～ず」の
皆さんに向け、埼玉の情報を発信し、埼玉の良さを見つ
める番組



【放送（TV）】 【ラジオ（県域）】 【イベント】

・ヤングケアラーに関する
シンポジウム
（11月開催）

「ひるどき！さいたま～ず」

・子どもの未来を考える
さいたま～ずさん

ヤングケアラー

コロナ禍の子供

虐待やいじめ、貧困、子育て、福祉など、地域の諸課題から
今の社会を考え地域のハブとなり課題解決に向けて取り組む

待機児童

「首都圏ネットワーク」

「ひるまえほっと」

事務部門
(営業・企画編成)

放送部門

技術部門

・大学コーナー

・ヤングケアラーに関する
オンラインフォーラム
(8月に実施)

「子どもを守る」プロジェクト

「おはよう日本」
(関東甲信越)
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●２０人を超える職員が参加

●放送部門が取材したものを事務部門・技術部門も一体となり届ける

課題 プロジェクト 視聴者へ届ける

・
・
・



「ラジオのサードプレイス化」
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コロナ禍にラジオで子どもたちが悩みや心のモヤモヤを吐き出せる場を
→今年度から「ラジオのサードプレイス化」の取り組み開始

「子どもを守るさいたま～ずさん」の
コーナーで子どもたちの生の声に
埼玉ゆかりのゲストや専門家が答え
一緒に解決策を探る

番組名：ひるどき！さいたま～ず

放送日：月1回程度



これまでの放送
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５月 ゲスト：花まる学習会 高濱正伸さん

コロナ禍の学校生活での悩みコロナ禍で学びを維持するには

６月 ゲスト：小児科医 峯眞人さん

大学の友達との交流なく苦しい起立性調節障害で勉強に遅れ

７月 ゲスト：ラッパー 晋平太さん

夏休みに思いっきり遊べないコロナ禍でためた思い吐露できず

９月 ゲスト：「こども六法」著者 山﨑総一郎さん

SNSでの悪口きっかけに不登校 SNSいじめから抜け出したい
SNSいじめを受けた後に娘が自殺した両親の思い
→テレビ番組「おはよう日本」でも全国放送



これまでの放送
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１０月 ゲスト：埼玉医科大学病院産婦人科 高橋幸子医師

性教育の話題は大人が避けがちだが聞けて良かった

１２月 ゲスト：BONDプロジェクト 橘ジュンさん

この家にいたら死ぬと思い生きるために家出した思い

「らじる★らじる」で聴き逃し配信

ひるどき！さいたま～ず

NHKさいたま放送局ホームページ

全国で聴取可能

↓

らじる★らじるで聴き逃し配信♪

↓



プロジェクトのイベント展開
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ヤングケアラーをテーマにテレビ・ラジオと連動
イベント展開も

８月 オンラインフォーラム

ヤングケアラーの子どもたちの姿や、取材で感じる疑問・課題
などに支援者と記者が対談

１１月 シンポジウム

埼玉県との共催
専門家や支援者、県の担当者らがどう支援していくか意見交換

→Ｅテレで１２月２２日に放送



プロジェクトが目指すもの
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●より多くの子どもたちの声や実情を伝える

●子どもたちに支援が届くような情報を届ける

大学・民間団体・企業などとの連携



ご清聴ありがとうございました
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